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第
十
三
例
「
ケ
イ
ゼ
ル
レ
ー
キ
ス
ネ
チ
ヲ
」
は
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
大
宮
の
伊
古
田
純
道
の
本
邦
第
一
例
の
帝
王
切
開
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
る
が
、
寛
斎
自
身
の
症
例
で
は
な
い
。

第
十
六
例
（
腹
腔
）
内
部
に
発
す
る
大
瘍
Ⅱ
虫
垂
炎
よ
り
盲
腸
周

囲
炎
を
お
こ
し
た
十
三
歳
少
女
の
症
例
。
刺
絡
で
八
オ
ン
ス
の
血
を
取

り
、
患
部
に
ヒ
ル
五
十
匹
を
あ
て
血
を
吸
わ
せ
て
切
開
排
膿
、
一
時
は

発
熱
し
て
脱
水
、
衰
弱
し
た
が
十
一
日
で
膿
は
減
少
し
治
癒
せ
し
め
え

た
。

第
二
十
例
泰
然
が
執
刀
し
た
乳
癌
（
二
五
歳
、
四
三
歳
、
六
十
歳
、

四
十
歳
）
四
症
例
。
何
れ
も
麻
酔
の
記
載
も
な
く
、
阿
片
投
与
の
記
載

も
な
い
。
「
手
術
の
間
患
者
痛
苦
す
る
の
景
況
は
甚
し
か
ら
ず
（
マ
マ
）

…
華
岡
者
流
の
大
毒
性
な
る
麻
薬
を
も
ち
う
る
の
愚
を
さ
と
る
…
術
後

三
時
間
安
眠
し
覚
め
て
飯
を
喫
す
る
こ
と
常
に
異
な
ら
ず
」
と
あ
る
。

麻
酔
な
し
の
手
術
に
驚
悟
す
る
。

索
引
に
は
人
名
の
ほ
か
普
段
使
い
慣
れ
た
語
彙
や
医
療
器
具
、
薬
剤
、

あ
る
い
は
書
籍
を
記
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
が
き
に
は
陸
別
町
斎
藤
省

三
氏
が
資
料
を
貸
し
出
さ
れ
た
事
に
謝
辞
を
述
べ
、
ま
た
医
史
学
会
中

西
淳
朗
先
生
、
二
宮
陸
雄
先
生
の
示
唆
に
富
む
提
言
を
載
せ
ら
れ
た
事

を
付
記
す
る
。

（
藤
田
俊
夫
）

助
手
を
務
め
た
。
甘
耒
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
な
ど
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。

第
二
例
肺
炎
が
急
性
増
悪
し
呼
吸
・
循
環
障
害
で
死
亡
し
た
例
で

あ
る
。
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
、
塾
生
た
ち
は
病
理
解
剖
の
必
要
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

〔
Ｋ
Ｋ
東
神
堂
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
二
’
十
四
、
電
話
○
三

’
三
二
五
二
’
一
七
六
一
一
、
平
成
十
二
年
九
月
、
二
一
九
頁
、
三
○

○
○
円
〕「

精
神
医
療
論
争
史
』

日
本
神
経
学
会
は
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
創
立
さ
れ
て
、

そ
れ
が
改
称
さ
れ
た
日
本
精
神
神
経
学
会
は
間
も
な
く
一
○
○
周
年
を

む
か
え
る
。
西
説
に
よ
る
精
神
病
学
の
本
格
的
な
も
の
は
、
一
八
八
六

年
（
明
治
一
九
年
）
に
榊
俶
が
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
最
初
の
精
神
病

学
講
義
を
し
た
時
に
は
じ
ま
る
と
す
る
と
、
二
五
年
の
歴
史
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
敗
戦
か
ら
す
で
に
五
六
年
、
戦
後
史
は
精
神

科
医
療
史
の
半
分
を
し
め
て
い
る
。
だ
が
、
精
神
科
医
療
に
お
い
て
も

戦
後
史
は
充
分
に
と
と
の
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

浅
野
さ
ん
の
『
精
神
医
療
論
争
史
」
は
、
「
わ
が
国
に
お
け
る
「
社
会

復
帰
」
論
争
批
判
」
と
副
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
精
神
医
療
」
誌

（
批
評
社
）
に
一
九
九
二
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
、
こ
の
副
題
を

題
と
し
て
一
六
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仙
台
市
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
精
神
疾
患
を
も
つ
人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従

事
す
る
な
ど
の
実
践
の
立
ち
場
か
ら
、
「
社
会
復
帰
」
に
関
す
る
重
要
論

争
を
批
判
的
に
ま
と
め
て
い
る
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

浅
野
さ
ん
は
ま
ず
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
語
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
い
ま
、
ふ
る
い
「
社
会
復
帰
」
の
語
を
な
ぜ
つ
か
う
の
か
、

浅
野
弘
毅
著
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の
べ
て
い
る
。
「
社
会
復
帰
」
と
は
、
治
療
の
結
果
よ
く
な
り
退
院
し
て

社
会
適
応
し
経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と
、
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
「
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
見
方
は
ま
っ
た
く
は
い
っ
て
い
な
い
。
こ

う
い
う
点
を
無
視
し
て
、
慣
用
さ
れ
て
き
た
「
社
会
復
帰
」
を
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
き
か
え
て
は
、
問
題
の
歴
史
性
が
う
し
な
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
作
業
療
法
の
原
型
」
は
、
呉
秀
三
、
森
田
正
馬
、
加
藤
普

佐
次
郎
、
そ
し
て
戦
後
の
菅
修
の
説
を
の
べ
て
い
る
が
、
あ
と
は
も
っ

ぱ
ら
戦
後
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
以
下
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
主
題
を
、
順
次
あ
げ
て
い
こ

う
（
カ
ッ
コ
内
は
、
そ
の
主
た
る
提
唱
者
、
提
唱
時
期
、
主
た
る
論
争

期
間
で
あ
る
）
。

生
活
療
法
（
小
林
八
郎
、
一
九
五
五
年
、
一
九
七
二
’
一
九
八
○
年
）

生
活
臨
床
（
臺
弘
・
江
熊
要
一
・
湯
浅
修
一
、
一
九
六
六
年
、
一
九

七
二
Ｉ
一
九
九
四
年
）

地
域
精
神
医
学
会
（
江
熊
要
一
、
一
九
六
七
年
、
一
九
七
○
’
一
九

八
三
年
、
学
会
は
一
九
七
二
年
崩
壊
）

小
坂
理
論
（
小
坂
英
世
、
一
九
六
九
年
、
一
九
七
二
年
）

中
間
施
設
（
日
本
精
神
神
経
学
会
中
間
施
設
に
関
す
る
小
委
員
会
、

一
九
六
八
年
、
一
九
六
九
’
一
九
九
○
年
）

開
放
化
運
動
（
伊
藤
正
雄
、
一
九
五
八
年
、
仙
波
恒
雄
、
一
九
七
七

年
、
一
九
七
八
’
一
九
八
六
年
）

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
九
七
○
年
代
後
半
に
は
じ
ま
る
、

一
九
七
九
’
一
九
九
六
年
）

や
ど
か
り
の
里
（
谷
中
輝
雄
、
一
九
七
○
年
、
一
九
七
四
’
一
九
九

六
年
）精

神
障
害
者
福
祉
法
（
全
国
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
、
一
九
八

○
年
、
一
九
八
○
’
一
九
八
五
年
）

障
害
構
造
論
（
蜂
矢
英
彦
、
一
九
八
一
年
、
一
九
八
四
ｌ
現
在
）

生
活
技
能
訓
練
（
安
西
信
雄
ほ
か
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
四
年
点

数
化
、
一
九
九
五
’
一
九
九
七
年
）

分
裂
病
の
「
回
復
」
と
「
治
療
」
（
伊
藤
哲
彦
、
一
九
八
八
年
、
八
木

剛
平
、
一
九
九
三
年
、
な
ど
）

さ
て
、
「
お
ま
へ
は
な
に
を
し
て
き
た
の
だ
」
と
ふ
き
く
る
風
に
と
わ

れ
れ
ば
、
や
は
り
寒
さ
に
頸
を
ち
ぢ
め
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
論

争
の
い
く
つ
か
に
、
わ
た
し
も
す
こ
し
は
か
か
わ
っ
て
き
て
い
る
。
戦

後
を
い
き
て
き
た
精
神
科
医
の
だ
れ
も
が
、
論
争
に
直
接
く
わ
わ
ら
な

く
て
も
、
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
と
い
っ

て
、
こ
れ
ら
の
論
争
が
き
れ
い
に
か
た
づ
い
て
は
い
な
い
。
な
か
で
も
、

小
林
八
郎
が
生
活
指
導
（
し
つ
け
）
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
療
法
、
作
業

療
法
の
統
合
と
し
て
提
唱
し
た
生
活
療
法
は
、
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
今

日
の
精
神
科
病
院
に
し
ぶ
と
く
根
づ
い
て
い
る
。
生
活
技
能
訓
練
と
し

て
点
数
請
求
さ
れ
な
が
ら
も
、
生
活
療
法
の
残
漬
で
あ
る
も
の
も
あ
る
。

精
神
医
学
は
生
物
学
的
方
向
に
か
た
む
い
た
り
社
会
学
、
心
理
学
に

よ
っ
た
り
、
考
え
方
の
振
幅
が
お
お
き
い
。
な
か
で
も
、
精
神
疾
患
を

も
つ
人
の
治
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
考
え
方
は
、
収
容
か
ら
生
活
へ
と
基

本
的
な
考
え
方
の
枠
組
み
が
お
お
き
く
か
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、
論
争

も
は
げ
し
か
っ
た
。
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浅
野
さ
ん
の
今
回
の
試
み
は
、
戦
後
精
神
科
医
療
史
を
み
て
い
く
確

乎
と
し
た
一
軸
を
提
供
し
て
い
る
。
希
望
を
い
え
ば
、
論
争
の
経
過
図

の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
時
代
の
流
れ

の
な
か
で
の
論
争
の
位
置
づ
け
が
よ
く
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
じ
っ

は
、
論
争
主
題
の
下
の
カ
ッ
コ
内
に
い
れ
た
も
の
は
、
浅
野
さ
ん
の
叙

述
か
ら
わ
た
し
が
ぬ
き
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
文
を
つ
け
れ

ば
、
人
名
索
引
も
ほ
し
い
。
時
代
の
主
役
、
脇
役
が
パ
ッ
と
う
か
び
あ

が
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
精
神
科
医
療
史
を
み
て
い
く
た
め
の
、
そ
し

て
今
後
の
精
神
科
医
療
の
方
向
を
み
さ
だ
め
て
い
く
た
め
の
好
著
と
し

て
こ
れ
を
お
し
た
い
。
こ
の
と
こ
ろ
の
生
物
学
的
精
神
医
学
の
進
歩
は

目
ざ
ま
し
く
、
分
裂
病
の
病
因
・
病
態
発
生
が
解
明
さ
れ
つ
く
し
、
治

療
法
も
ち
か
く
確
立
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
幻
想
さ
え
い
だ
か
せ
る
。
だ

が
、
先
進
国
中
最
高
の
精
神
科
病
床
を
も
ち
つ
づ
け
る
日
本
に
と
っ
て

大
事
な
の
は
、
精
神
疾
患
を
も
つ
人
を
ど
う
治
療
し
て
い
く
か
、
そ
の

人
た
ち
が
い
き
る
場
を
ど
う
と
と
の
え
て
い
く
か
、
そ
の
お
お
き
な
社

会
的
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
岡
田
靖
雄
）

〔
批
評
社
、
文
京
区
本
郷
一
’
二
八
’
三
六
鳳
明
ビ
ル
一
Ｆ
、
電
話
○

三
’
三
八
一
三
’
六
三
四
四
、
平
成
十
二
年
十
月
十
日
、
Ｂ
六
判
、
二

二
頁
、
本
体
価
格
二
○
○
○
円
〕

『
精
神
病
医
斎
藤
茂
吉
の
生
涯
」

斎
藤
茂
吉
は
、
「
学
校
お
よ
び
病
院
の
先
輩
で
あ
っ
た
精
神
病
医
」
で

あ
り
、
「
茂
吉
っ
つ
ぁ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
る
の
も
聞
い
て
、
「
近
所
の
小

父
さ
ん
と
い
う
親
し
さ
も
い
だ
い
て
き
た
」
と
い
う
著
者
で
な
け
れ
ば

書
け
な
い
本
で
あ
る
。

精
神
医
療
史
研
究
者
で
あ
る
著
者
が
、
呉
秀
三
の
業
績
を
調
べ
て
い

る
と
き
に
、
斎
藤
茂
吉
の
日
記
を
読
ん
で
衝
撃
を
う
け
た
こ
と
が
、
こ

の
本
の
発
端
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
二
十
数
年
の
あ
い
だ
あ
た
た
め
つ
づ
け
て
き
た
テ
ー
マ
が
、

こ
こ
に
結
実
し
た
。

歌
人
と
し
て
名
高
い
斎
藤
茂
吉
を
、
精
神
病
医
と
し
て
、
い
ま
ど
う

評
価
す
べ
き
か
。

呉
秀
三
の
弟
子
と
し
て
は
、
森
田
正
馬
、
下
田
光
造
の
よ
う
な
一
流

の
精
神
医
学
者
で
は
な
く
、
三
宅
鉱
一
、
植
松
七
九
郎
の
よ
う
に
精
神

衛
生
運
動
を
ひ
き
つ
い
だ
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
斎
藤
玉

男
の
よ
う
に
新
し
い
精
神
病
院
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
の
で
も
な
い
。

ま
た
、
義
父
斎
藤
紀
一
の
よ
う
に
、
病
院
経
営
に
秀
で
て
い
た
の
で

も
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
当
時
、
精
神
病
医
と
し
て
最
良
の
教
育
を
う
け
、
教

授
と
し
て
留
学
し
、
ま
た
婿
と
し
て
、
病
院
を
ひ
き
つ
ぎ
、
日
本
が
最

も
苦
し
か
っ
た
時
代
を
、
誠
実
な
精
神
病
医
と
し
て
過
ご
し
た
生
涯
は
、

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

岡
田
靖
雄
著


